
さ
ら
な
る
外
国
人
誘
客
に
弾
み

　

３
月
23
日
、
仙
北
市
と
（
株
）
わ

ら
び
座
が
田
沢
湖
ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
文
化
芸
術
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
文
化
振

興
や
国
際
交
流
、
観
光
振
興
な
ど
７

項
目
か
ら
な
り
、
今
後
は
両
者
で
連

携
事
業
の
企
画
・
立
案
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
門
脇
市
長
は
「
わ
ら
び
座

は
伝
統
芸
能
、
文
化
を
活
か
す
こ
と

に
優
れ
、
芸
術
を
経
済
活
動
に
高
め

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
国
際
交
流
を

　わらび座と包括連携協定を締結

目
指
す
仙
北
市
に
と
っ
て
世
界
に
人

脈
を
持
つ
わ
ら
び
座
と
の
連
携
は
欠

か
せ
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

協定書にサインをするわらび座の小島克昭会
長、門脇市長、青柳宗五郎市議会議長（右から）

緊
急
時
の
対
応
に
一
役

　

３
月
28
日
、
公
益
社
団
法
人
大
曲

法
人
会
か
ら
仙
北
市
に
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自

動
体
外
式
除
細
動
器)

が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
法
人
会
で
は
、
平
成
12

年
か
ら
管
内
の
小
中
学
校
や
公
共
施

設
に
リ
ヤ
カ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、

人
命
第
一
を
考
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
切
り

替
え
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
平
福
記

念
美
術
館
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
桜
ま
つ
り
を
迎
え
、
多
く
の
観

　大曲法人会がＡＥＤを寄贈

光
客
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
万
が
一
に

備
え
、
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

見
や
す
く
、
読
ん
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す

る
た
め
、
や
さ
し
さ
、
柔
ら
か
さ
を
兼
ね
備
え
た

情
報
紙
に
し
た
い
と
思
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
き
ず
な
」
は
、
角
館
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会

（
草
彅
稔
代
表
）
の
６
人
が
取
材
し
、
ま
と
め
て
届

け
る
と
い
う
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
教
育
サ
ー
ビ
ス
。

２
か
月
に
１
回
発
行
、
印
刷
は
５
３
０
０
部
で
す
。

　

草
彅
代
表
は
「
６
年
目
を
迎
え
、Ａ
３
版
４
ペ
ー

ジ
30
号
に
な
っ
た
『
き
ず
な
』
は
、
市
民
と
の
や

さ
し
い
か
け
橋
と
な
る
た
め
『
地
下
水
』
と
な
っ

て
地
域
を
豊
か
に
潤
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
の
躍
動
感
を
伝
え
な
が
ら
共

に
高
め
合
う
機
縁
に
な
り
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
西
明
寺
診
療
所

の
市
川
晋
一
先
生
に
、
読
売
新

聞
社
よ
り
第
44
回
秋
田
県
医
療

功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
困
難
な
環
境
の

も
と
で
、
長
年
に
わ
た
る
医
療

活
動
で
著
し
い
功
績
を
収
め
た

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
市
川

先
生
の
地
域
医
療
に
対
す
る
貢

献
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

西明寺診療所の市川晋一先生に秋田県医療功労賞

ぬ く も り 届 け

る 手 書 き 館 報

「 き ず な 」が

30 号到達 !

　

　

華
や
い
だ
春
の
婚
礼
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、
江
戸
後
期
か
ら
大
正

時
代
に
わ
た
る
花
嫁
衣
装
と
、
櫛
・

笄
な
ど
の
髪
飾
り
と
い
っ
た
女
性

が
使
用
し
た
道
具
な
ど
、
絢
爛
か

つ
春
ら
し
い
諸
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

仙
北
市
民
の
皆
さ
ん
は
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

６
月
21
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

角館樺細工伝承館で

打掛展開催しています

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

秋
田
県
医
療
功
労
賞
を
受
賞
し
た
市
川

晋
一
先
生
（
前
列
右
）。

寒い冬が過ぎ去り、いよいよ仙北市にも春がやってきました。
西木町八津・鎌足のカタクリ、田沢湖刺巻のミズバショウ、角館武家屋敷のシダレザクラ、

桧木内川堤のソメイヨシノが次々と咲き誇り、春の訪れを知らせてくれます。

仙北市の花まつり

　西木町の特産品である西明寺
栗の栗園に、密度・規模ともに
日本最大級の薄紫色の可憐なか
たくりの花が群生しています。
一斉に花開くと、辺り一面を紫
一色に染め上げ、美しい光景が
広がります。会期序盤には福寿
草の花も可愛げに咲いています。

　国道 46 号線沿いにあり、広
いハンノキ林に囲まれた約 3ヘ
クタールの刺巻湿原の一面にミ
ズバショウやザゼンソウが咲
き誇ります。白と緑のコント
ラストが鮮やかなミズバショ
ウと清らかに流れる水のせせ
らぎが心を和ませてくれます。

　春の武家屋敷通り沿いに、樹齢
300 年以上の古木や国の天然記
念物に指定されているシダレザク
ラが彩りを添えます。桧木内川堤
には、ソメイヨシノが約 2 キロ
メートルに渡って咲き誇ります。

かたくり群生の郷開園
4月9日（土）～ 30日（土）
西木町八津・鎌足

刺巻水ばしょう祭り
4月9日（土）～5月5日（木・祝）
田沢湖刺巻

角館の桜まつり
4月20日（水）～5月5日（木・祝）
角館町武家屋敷通り・桧木内川堤

お問い合わせ
角館の観光行事実行委員会（仙北
市観光課内）　☎ 0187-43-3352
仙北市観光情報センター「角館駅
前蔵」　☎ 0187-54-2700

お問い合わせ
かたくり群生の郷保存会事務局

（かたくり館内）☎ 0187-47-3535

お問い合わせ
仙 北 市 田 沢 湖 観 光 情 報 セ ン タ ー

「フォレイク」☎ 0187-43-2111

花の見ごろ（例年の開花状況から）
カタクリ…4月中旬～ 5月上旬　　　ミズバショウ…4月上旬～ 5月上旬　　　桜…4月下旬～ 5月上旬

※気象条件等により見ごろは前後する場合があります。

公
益
社
団
法
人
大
曲
法
人
会
の
塩
谷
國
太
郎
代
表

理
事
（
右
）
か
ら
門
脇
市
長
（
左
）
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

仙
北
市
の
歩
み
を
記
録

　

３
月
10
日
、
北
の
み
ち
社
（
富
木

耐
一
主
幹
）
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
角
館
新
聞
（
第

３
１
０
号
～
第
４
２
０
号
）
の
合
本

2
冊
を
仙
北
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
書
籍
は
、
１
冊
が
学
習

資
料
館
に
置
か
れ
、
自
由
に
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
角
館
新
聞
は
、

４
２
０
号
を
最
後
に
休
刊
中
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
月
2
回
、
主
に
角
館

地
区
で
の
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
の

　続・角館新聞合本を寄贈

は
、
平
成
23
年
２
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
ま
で
の
記
録
で
す
。
多
大
な
る

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

富木耐一さんの二女・坂本佐穂さん（右）から倉
橋副市長（左）に角館新聞合本が手渡されました。

大
切
な
「
い
の
ち
」
呼
び
か
け
る

　

3
月
29
日
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
え
く
ぼ
の
会
」
の
会
員
と
仙
北
市
職

員
が
自
殺
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
は
、
内
閣

府
が
推
進
す
る
３
月
の
自
殺
対
策
強

化
月
間
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー

ル
店
と
よ
ね
や
角
館
店
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
店
頭
で
は
「
お
と
う
さ
ん

眠
れ
て
る
？
」
と
印
字
さ
れ
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
買
い
物
客
に
配
布
し
な
が
ら
、
心

　心の健康といのちを守る活動

の
健
康
と
自
殺
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

心の健康と自殺予防について、訪れる買い物客に一
生懸命呼びかけていました。

　

３
月
27
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
仙

北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
が
主

催
す
る
平
成
27
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
冒
頭
、
菅
原
会
長
が
「
体
育
協
会

も
今
年
10
周
年
を
迎
え
る
。
合
併
以
来
、

か
つ
て
な
い
好
成
績
を
収
め
て
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
の
仙
北
市

の
発
展
の
た
め
に
も
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
式
で
は
今
年
度
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
や
団

体
、
活
躍
さ
れ
た
功
労
者
な
ど
併
せ
て
43

人
、
４
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
〈
敬
称
略
〉

功
労
賞
▼
山
部
信
郎
（
剣
道
）
▼
狐
崎
隆

隆
、
長
谷
川
勉
（
以
上
陸
上
）
指
導
者
賞

▼
安
藤
雅
壽（
卓
球
）▼
佐
藤
和
人（
野
球
）

普
及
振
興
賞
▼
真
崎
謙
良
（
水
泳
）
▼
梅

田
時
春
、
金
谷
孝
（
以
上
陸
上
）
栄
光
賞

▼
草
彅
大
心
（
剣
道
）
▼
田
口
満
（
陸
上
）

▼
江
橋
勝
州
（
陸
上
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
）
▼
西
村
謙
一
、
田
口
清
音
（
以
上
ボ

ウ
リ
ン
グ
）
▼
大
桃
克
也
、
藤
本
拓
也
、

冨
岡
忠
明
（
以
上
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

▼
日
髙
大
樹
、林
崎
華
帆
、齋
藤
実
祐
（
以

上
ス
キ
ー
）
▼
田
口
星
奈
、阿
部
真
理
（
以

上
登
山
）
▼
佐
々
木
千
紘
、渡
邉
怜
菜
（
以

上
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
▼
小
木
田
帆
南
、
丑

澤
文
、
高
橋
慎
也
（
以
上
サ
ッ
カ
ー
）
▼

畠
山
勇
輝
、
田
川
颯
、
木
元
美
禪
（
以
上

空
手
）
▼
松
本
愛
未
（
柔
道
）
奨
励
賞
▼

門
脇
匠
、
田
口
慧
（
以
上
ス
キ
ー
）
▼
鈴

木
隆
星
（
卓
球
）
▼
岩
田
晴
、
高
橋
慶
多
、

細
川
大
雅
、
田
川
礼
、
佐
々
木
竜
生
、
佐
々

木
真
理
香
（
以
上
空
手
）
▼
三
浦
剛
貴
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）
▼
鈴
木
勇
太
郎
、
鎌
田
宇

朗
（
以
上
ス
キ
ー
）
▼
松
本
唯
（
柔
道
）

団
体
奨
励
賞
▼
角
館
高
校
山
岳
部
男
子
▼

角
館
高
校
山
岳
部
女
子
▼
神
代
若
鮎
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▼
角
館
中
学
校
野
球
部壇上では、今年度各種大会で優秀な成績

を収めた選手や団体が表彰を受けました。

仙北市
スポーツ賞
表彰式

新
し
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
期
待

　

４
月
５
日
、
社
会
福
祉
法
人
は
な

さ
き
仙
北
（
小
林
一
雄
理
事
長
）
が

運
営
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
「
神
代
こ
ど
も
園
」
の
開
園
式
・

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
初
め
て
の

入
園
式
と
な
り
、
先
駆
け
て
開
園
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
日
に
は
「
だ

し
の
こ
園
」
で
も
同
様
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
関
係

者
が
参
加
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。
こ
の
日
を
楽
し

　社会福祉法人で初めての開園式

み
に
し
て
い
た
入
園
児
童
た
ち
は
、

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
な
声
で「
は

い
」
と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。 社会福祉法人はなさき仙北が運営する神代こども

園の開園式。関係者と園児たちによる和やかなテー
プカットで新しい幕開けをお祝いしました。

　 3 月 27 日、「第 2 回キッズバドミ
ントン東北 2016」が、宮城県仙台
市体育館で行われ、市内スポーツ少
年団の三浦剛貴選手（生保内小 2 年）
が 8 才男子シングルスの部で 3 位入
賞を果たしました。

第2 回キッ
ズ

東北2016

今
大
会
で
活
躍
し
、
好
成
績
を
収
め
た
三
浦
剛
貴
君
。

バドミン
トン

匠
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る

　

こ
の
た
び
、
小
林
清
美
さ
ん
（
桧

木
内
字
大
台
野
開
）
が
「
建
築
の
匠
」

と
し
て
、
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

昔
な
が
ら
の
釘
を
使
わ
な
い
伝
統

的
な
工
法
を
大
切
に
し
、
長
年
に

わ
た
っ
て
住
宅
等
の
建
設
に
携
わ

り
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
食
彩
町
家

館
（
角
館
町
）
の
建
築
に
も
関
わ
り

ま
し
た
。「
話
だ
け
で
も
よ
い
の
で

ぜ
ひ
若
い
世
代
に
古
く
か
ら
の
技
術

　せんぼくふるさとマイスター

を
伝
え
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ

て
く
れ
た
小
林
さ
ん
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
仙
北
市
商
工
課
【
☎
（
43
）

３
３
５
１
】
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、

「
建
築
の
匠
」
と
な
っ
た
小
林
清
美
さ
ん
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
癒
し
の
渓
流
・
里
・
ま

ち
ネ
ッ
ト
」（
田
口
寿
宜
理
事
長
）
の
癒

し
の
渓
流
づ
く
り
事
業
が
、
国
土
交
通
省

の
２
０
１
５
年
度
手
づ
く
り
郷
土
（
ふ
る

さ
と
）
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
国
土
交
通
省
が
、
毎
年
地

域
の
魅
力
創
出
に
つ
な
が
る
社
会
資
本
や

地
域
づ
く
り
活
動
を
表
彰
し
て
い
る
も
の

で
す
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
２
０
０
７
年
に

地
元
住
民
た
ち
が
設
立
。
以
来
、
毎
年
生

保
内
川
の
砂
防
え
ん
堤
周
辺
で
水
辺
や
森

林
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
た
り
、
児
童
た
ち

を
対
象
に
防
災
教
育
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
田
口
理
事
長
は
、

「
と
て
も
う
れ
し
い
。
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

２
０
１
５
手
づ
く
り
郷
土
賞
に
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「 

癒
し
の
渓
流
・
里
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
」

3 月 25 日、仙北市役所田沢湖庁舎で田口寿宜理事長（前列
左から 2 番目）に認定証が手渡されました。
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